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●チケットのお申し込み。お問い合わせ :稲城市立 iプラザ TEL 042‐ 331-1720 1JRL http://ゝ「WWaiplaZatina8iotOkyO.jp/
[主 |:揆]稲城市立1プラザ指定管理者 いなぎ文化センターサービス株式会社
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稲切市ゆかりの
1鰊‐‐‐:楽 家によるコンサート
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【出演】

ヴァイオリン/小杉 芳之
ヴィオラ/武生 直子
チェロ/西谷 牧人
コントラバス/石川 浩之
ビアノ/原 博美
ハープ/景 ||1梨乃
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【演奏予定山】 :¬‖|11は ,1'1になる場rゃかお|,卸 ~

チャイコフスキー/深川 :‖編 :バレエ組 |‖ l
「眠りの森の■女」1白鳥の湖」|くるみ割り人形」より

マスネ :タイスの||)(想曲

ドビュッシー :小組曲

シューベルト:ビアノfi重奏 |‖ l
「ます」より第・ltll:〔 fit 他

▲                   色

腰I Stt M B底 底e COttQttRT Vol。 5
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15:00開演 (14:30開場)
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2,500円

2,200円

1,000円
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稲城市立 プラザ

稲城市ゆかりの音楽家によるコンサート

iM∪ SIC∧
. ENSEMBLE CONCERT.Vol.5 ．
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深川 甫
Hajine Fukagawa(編 曲 )

洗足学同音楽大学 音楽学部作山コース卒

業。同大学大学院音楽研究科修 |:課程修

了。 PTヽ A今 日本 ピア ノ指導者協会 ピア

ノ・ ステ ップ邦人課題 1‖ I(2011,2011年
度 )に採用されるなど、作曲家 として牢
内楽山を中心とした委

'1属

作品を提供。ま

たコンサー トなどの舞台公演やCD収 録な

ど数多くの編曲を手掛けている。西九州

大学非 常勤講 師。

オフィシャルウェブサイ ト
https://halimc rukagawa.j imdolree.cOm/

●

■

一

石川 7告之 Ⅱiroyuki lshikawa(コ ントラバス)
水戸市出身。東京藝術大学卒業。1998年 より2003年まで大阪フィルハーモニー交響楽
」ヽlに、その後2008年まで神戸市室内合奏 」ヽ1に在籍。2009年 より読売日木交響楽団に在
籍し、現在は他楽岡の客演首席、室内楽やソロでも活動。また、桐朋オーケストラア

カデミーなどで後)(tの折導にもあたっている。

だヽオ多芳,と,Yoshivuki Kosugi(ヴァイオリン)
東京藝術大学卒業。同大学同声会主催の卒業演奏会に出演。第5日 日本クラシック音楽
コンクール全国大会最高位。第8回 日本モーツァルト音楽コンクール第3位。霧島国際
音楽祭において音楽祭奨励賞及び奨学金を授与される。ホランド・ ミュージックセッ
ションのマスタークラスにおいてアーロン・ローザンド、イーゴリー 。オイストラフ
より薫陶を受ける。これまでにヴアイオリンを岩谷悠子、澤和樹、瀬戸瑶 r、 藤原

浜雄の各氏に師 ll。 2000年 より読売日本交響楽団ヴァイオリニスト。

武生 直子 aヽoko Takeo(ヴ ィオラ)
桐朋女子高等学校音楽科を経て、桐朋学国大学者楽学部を卒業。 ドイツ国立デトモル
ト音楽大学にて研鑽を積み最優秀の成績で卒業、国家演奏家資格を収得。第30回マル

クノイキルヘン国際コンクールにて入賞。ヴァイオリンを小林健次、ヴィオラを今井
信子の各氏に師事。マスタークラスにてキム・カシュカシアン、 トーマス・ リーブル
の各氏に師事。東京交響楽団首席ヴィオラ奏者、桐朋学同 r‐供のための音楽教室非常
勤講師。

西谷 牧人 Makito Nishiva(チ ェロ)
奈良県出身。東京藝術大学及び大学院を修了後、米国インデイアナ大学にて研鑽を積
む。これまでにチェロを河野文昭、菊地知山、堤剛、J・ シュタルケルの各氏に師事。
2015年自身のユニット「清水西谷」を結成、仝曲オリジナル作品による「KOI)0」 にて
CDデ ビュー。2013年度青山音楽賞受賞。2008-2016年 東京藝術大学非常勤講師。兵庫
芸術文化センター管弦楽岡を経て、2008年から現在は東京交響楽団首席チェロ奏者を

務めている。原 博美 Hiromi Hara(ピ アノ)
桐朋学問大学音楽学部卒業。同大学アンサンブルディプロマ修 F。 子供のためのピア
ノコンクール金賞、中日賞受賞。今日本学生音楽コンクール連続入賞。第7111日 本室内
楽コンクール第1位。第23同プレミオ ヴィットリオ グイ第1位。第4回かやぶき音楽
堂デュオコンクール第1位。ピアノを高須喜久代、森博 F、 佐野翠、松岡貞子の各氏、
室内楽を平吉毅州、練木繁夫、ゴールドベルグ山根美代 r‐、藤井一興、ロブ・マン、
ジョルジュ・プリュデルマシェル、クリスチャン・イヴァルディの各氏に師

.I。 室内
楽、ソロ奏者として活動中。指導者賞多数受賞。

景山 梨乃 Rino Kageyama(ハ ープ)
日本ハープコンクールジュニア部門・アドバンス部門優勝。ミュンヘンARD国際音楽コ

ンクールで第3位など受賞多数。2018年新日鉄住金音楽賞フレッシュアーテイスト賞受

賞。東京藝術大学付属音楽高校を経て同大学入学。2009年よリパリエコールノルマル

音楽院に在 1,答 し、最高ディプロムを取得。その後ベルリン芸術大学で学ぶ。ベルリン

フィル・カラヤンアカデミー修 F。 東京交響楽M首席ハーア奏者。

インターネット 〈24時間※発売初日は10:00～ )
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(開館日10:00～ 19:00)
※発売初日は13:00～

iプラザ1階窓ロ (開館 日10:00～ 19:00)

n稲 城市立 iプラザホームページ          n稲 城市立iプラザチケット係▼
 (http:〃wwwiip!aza,inagitokyo」 p/)にアクセスし、

▼
く042-331-1720〉にお電話ください。

チケット販売のページから希望の公演をお選びください。n購 入が決定しましたら、お客様の
■インターネットでのご予約には、あらかじめ会員登録が必要です。  ▼  『 =鏑ョE墓 :′曹ロョ:姜"h^趣合、
n購 入が決定しましたら、「受付番号」く窓日引き取りの場合)、   「払込票番号」くセツンイレブン引き取りの場合)~「
払込票番号」(セプンイレブン引き取りの場合)を       をお伝えします。

0稲 城市立 :プラザチケットカウンターに~お
越しください。

n購 入が決定しましたら、
▼
チケットを発券いたします。

お支払いは現金のみです。

●セブンイレブンでのお引き取りについて

お引き取りは24時間可能です。お引き取りの際に、サ
ービス利用料(1件につき162円 )、コンピニ発券手数料
(1枚につき108円 )が別途かかります。ご了承ください。

お控えください。                 niプ ラザ窓日、またはセプンイレプンの
iプラザ窓日、またはセブンイレプンのレジでそれぞれ 'レ ジでそれぞれの番号をお伝えの上、
の番号をお伝えの上、チケットをお引き取りください.  チケットをお引き取りください。

申し込み日から8日間
※チケットご予約後の変更、キャンセルは出来ません. 六
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■お問い合わせ

稲城市立 iプラザ
羹ン 、薔類 請量糠 纂,‡ 魃 膊 A,転 曇囃 癬 罐 炒轟
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【個 人情 報 の 取 り扱 い につ いて 】

千信,市立iフ ラサのヨ業を■
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式会社JT曰 コミュニケーションテ

'インでは.当 社の個人情
':保

護マネ

ジメン トシステムに従い.こ提供頂
|ヽ t.E人情報を 1真重に言[じ.当だ
し|こ 雪するこ逗6以外に'き便円いに
しません.X本 事業・ tl己 ,,市 ● |フラ
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新宿駅/京工八王子駅より 約30分 京王相模原線「若葉台駅」徒歩3分

睡□042-331-1720□図042-331-1715:l慧平託曇:[議箋

ご来館の燎は、公共の交通概

関または提携駐車1コーチャ
ンフォー言葉台店をご利用い

ただくようお願いいたυます .

■提携駐車場のご利用方法

コーチャンフォー若葉台店内、

書籍カウンターにて当日チケ

ットの半券をご提示ください。

4時間まで無料となります。

若葉台
小学校南

若葉台
公園入口

若葉台
―丁目西 言葉台―丁目

若葉台駅東

若葉台駅西

若葉台入口
F便局●
稲城若葉台

京王相模原線 言葉台駅

稲城市立 iプラザ

コーチャンフォー
若葉台店o

栞城市立 1プラザ
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〒206-0824東 京都稲城市若葉台2-5-2h‖ p:〃WWW.ip:OZO.inagi.10kyo.ip/ ンデザインが実施するものです
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チケットのお引き取り期間
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